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６．基本設計概要表 

１．協力対象事業名 

東ティモール国小中学校修復計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

（１）我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 
東南アジア地域は、我が国にとり、近隣諸国として歴史的に密接な関係のみならず、

政治・経済面においても相互依存関係を有する。我が国は、東ティモールの安定はアジ

ア太平洋地域の安定と平和のために重要であるという認識のもと、1999 年 8 月の住民直

接投票の準備段階から、積極的な支援を行ってきた。99 年 6 月に設立された UNTAET
（国連東ティモール暫定行政機構）の活動を支えるために、国連の信託基金に 1,011 万

米ドルを拠出するとともに、UNTAET の副特別代表や文民警察要員などを派遣した。さ

らに、99 年 12 月には第一回支援国会合を東京で開催し、支援国として最大の 3 年間で

約 1 億 3000 万ドルの支援を表明し、人材育成・農業開発・インフラ整備の 3 分野を中

心とした協力事業を実施してきた。 
2002 年 5 月に東ティモールで開催された第 6 回支援国会合では、我が国は今後 3 年間

で上限 6000 万ドルの支援を表明し、東ティモールの自立に向けて、今後とも可能な支

援を行っていく方針であり、本計画は我が国の支援分野である「農業、インフラ整備、

人材育成」の「人材育成」に該当する。 

（２）当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
2002 年 5 月に策定された国家開発計画では、教育は保健や農業と並んで国家開発にお

ける重点分野として位置付けられ、教育セクターのゴールである「国民の教育水準の向

上」に向け、「教育アクセスの拡大」、「教育の質の向上」及び「異なったニーズにあった

教育普及の合理化」が目標として掲げられている。さらに、これらの目標実現のために

中長期戦略（5-10 年）として「初等教育の完全普及」が、また短期戦略（2-3 年）とし

て「新設校の建設・学校規模の拡大・余剰学校の閉鎖を通じた教育普及の合理化」が設

定されている。 
東ティモールの学校施設は、1999 年の争乱により 95％の学校施設が破壊された。こ

のため、世界銀行及び UNICEF（我が国も UNICEF を通じて支援）は「緊急学校準備

プロジェクト（Emergency School Readiness Project：ESRP）」による緊急改修を行い、

さらに世銀は 2002 年 5 月から「学校基本品質プロジェクト（Fundamental School 
Quality Project：以下 FSQP と称す）」を開始し、これら世銀を中心としたドナーの取り

組みにより破壊された施設の約 87％は修復されつつある。しかしながら、FSQP におい

てモデル校として各県に１校（Dili のみ 2 校）整備する予定であった 14 校の大規模小中

一貫校（Escola Basica：以下 EB と称す）のうち 10 校は財政的な理由から建設が困難

となっており、またドナーによる支援対象とならなかった学校は施設整備の予定がない

まま放置されていることから、依然として同国の学校施設整備のニーズは高い。 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

EB を含む小中学校の施設整備を行い、EB の運営開始を図ると共にこれら基礎教育施設にお

ける教育環境を向上させる。 

４．協力対象事業の内容 

（１）対象地域 
東ティモール国の 11 県（Aileu、Ainaro、Baucau、Bobonaro、Covalima、Ermera、
Lautem、Liquica、Manatuto、Oe-Cusse、Viqueque） 

（２）アウトプット 

東ティモール国の EB6 校、小学校 6 校において、教育施設が整備される。 
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（３）インプット 
【日本側】 
・ 計画対象 12 校における 63 教室、教員室の建設 
・ EB6 校における多目的室の建設 
・ 上記各室における教育家具の整備 
・ 計画対象校 12 校における便所の建設 
・ 施設の維持管理・修繕についての技術指導 

【相手国側】 
・ 既存障害物の撤去 
・ 盛土、切土などの整地工事 
・ 代替え教室の確保 
・ 建築に付随するインフラ引き込み、その他付帯工事 
・ 適切な教員の確保 

（４）概算事業費 
概算事業費 6.22 億円（日本側 6.02 億円、東ティモール国側 0.20 億円） 

（５）スケジュール 
詳細設計期間を含め約 21 ヶ月の工期を予定。 

（６）実施体制 
実施機関：教育文化青少年スポーツ省、計画開発局 

５．プロジェクトの成果 

（１）プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 
計画対象 12 校の就学生徒、 
裨益人口：6,679 人（2006 年） 

（２）事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 
 2003 年（実施前） 2006 年（実施後） 
東ティモール国における EB の

数（FSQP による 4 校を除く） 0 校 6 校 

計画対象校における教室数 ※１ 56 教室 119 教室 

計画対象校の 
「1 教室当たりの生徒数」※２ 51.2 人／教室 30.6 人／教室 

計画対象校の 
「生徒数／便器数」※３ 92.5 22.2 

※１：改修をしても継続使用が困難な教室数は含めない 
※２：「1 教室当たりの生徒数」=全生徒数÷（１部制採用校の全教室数＋２部制採用校の全教室数×２）

※３：「生徒数／便器数」＝全生徒数÷（１部制採用校の全便器数＋２部制採用校の全便器数×２） 

６．外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

（１）計画対象校における就学人口が変動しないこと。 

７．今後の評価計画 

（１）事後評価に用いる評価指標 
① 計画対象校における「1 教室当たりの生徒数」 
② 計画対象校における「生徒数／便器数」 

（２）評価のタイミング 
2006 年以降 
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８．その他 

 

８－１．ソフト・コンポーネント実施提案書 
８－２．調査対象校の運営状況 
８－３．調査対象校の既存施設状況 
８－４．調査対象校の簡易地耐力試験結果 
８－５．配置図 
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